
　
本
紙
】
面
の
連
載
企
画
「
手
と
手
と
手
岡
山
発

　
国
際
貢
献
」
第
二
部
は
、
自
治
体
の
役
割
を
焦
点

に
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
社
会
の
公
的
部
門

を
担
う
自
治
体
が
、
自
ら
も
課
題
を
抱
え
る
な
か
で
、

税
金
を
使
い
、
な
ぜ
国
際
貢
献
を
す
る
の
か
と
い
う

重
い
テ
ー
マ
が
横
た
わ
る
。

　
そ
の
答
え
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。
自
治
体
は

か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
社
会
に
備

…
…
…
…
ま
〔
〕

　
ご

艦

え
、
財
政
難
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
な
ど
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
。
多
く
の
市
町
村
が
「
平

成
の
大
合
併
」
を
経
て
、
地
域
の
未
来
を
懸
命
に
描

こ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
国
際
貢
献
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
。
一
つ

の
見
解
を
、
外
務
省
参
与
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

担
当
大
使
を
務
め
る
五
月
女
光
弘
氏
は
示
す
。

　
関
東
大
震
災
や
敗
戦
後
の
復
興
な
ど
を
例
に
、
日

本
ほ
ど
世
界
の
国
々
か
・
り
支
援
を
受
け
た
国
は
な
い

□:西省に昨年11月、毛布岡山県の救援物資備蓄センターから、震災に遭った中国
は県民などが入った段ボールを積み込む県職員。同センタ

から提供を受けている｜地ｶﾅ朗釧察奘楳事業奮

と
し
た
上
で
、
「
日
本
が
経
済
大
国
と
し
て
、
世
界

に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
先
達

の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
国
際
社
会
の
善
意
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
］
と
話
す
。

　
　
「
先
進
国
の
義
務
と
し
て
、
人
道
的
な
配
慮
か
ら
」

　
［
わ
が
国
の
総
合
安
全
保
障
の
一
環
と
し
て
、
国
際

社
会
の
安
定
は
国
益
に
合
致
す
る
か
ら
］
と
い
っ
た

説
明
以
上
に
、
五
月
女
氏
は
歴
史
の
恩
義
を
強
調
す

る
。

　
岡
山
県
は
全
国
唯
一
の
国
際
貢
献
県
条
例
を
二
〇

〇
四
年
四
月
に
施
行
。
そ
の
前
文
は
地
域
や
個
人
の

国
際
貢
献
活
動
に
つ
い
て
「
平
和
と
豊
か
さ
を
願
い

な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
い
る
同
じ
人
間
と
し
て
の
相

互
理
解
や
共
感
を
、
国
境
を
越
え
て
人
々
の
中
に
は

ぐ
く
む
」
と
す
る
。

　
こ
う
し
た
精
神
は
大
切
に
し
た
い
。
公
的
資
金
を

使
う
自
治
体
の
貢
献
活
動
は
、
地
域
に
プ
ラ
ス
の
還

元
を
も
た
ら
す
必
要
も
あ
る
。
そ
の
た
め
の
説
明
責

任
を
果
た
せ
る
の
か
が
、
住
民
と
と
も
に
国
際
貢
献

を
推
進
で
き
る
か
ど
う
か
の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

　
実
際
、
自
治
体
は
国
際
貢
献
の
必
要
性
を
ど
の
く

ら
い
認
識
し
、
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
デ

ー
タ
を
交
え
て
報
告
す
る
。
（
名
合
弘
治
）

平和と豊かさ願い

　
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の
海
外
派
遣
を

公
務
と
み
な
す
条
例
を
制
定
し
て
い
る
市

町
打
数
の
割
合
は
昨
年
九
月
一
日
現
在

で
、
岡
山
県
は
３
・
１
％
と
全
国
最
低
レ

ベ
ル
ー
。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
調
べ
で
こ
ん
な
結
果
が
出
た
。

　
同
県
は
国
際
貢
献
先
進
県
を
標
ぼ
う

し
、
市
町
村
に
も
貢
献
活
動
の
推
進
を
求

め
て
い
る
が
、
思
惑
通
り
に
は
進
ん
で
い

な
い
実
情
の
一
端
を
示
し
た
形
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
は
全

四
十
七
で
派
遣
条
例
を
制
定
済
み
。
こ
れ

に
対
し
、
各
都
道
府
県
の
市
町
村
の
平
均

制
定
率
は
1
2
・
４
％
と
極
め
て
低
い
。

　
岡
山
県
内
は
倉
敷
市
の
み
。
制
定
し
た

市
町
村
数
が
Ｉ
つ
し
か
な
い
の
は
、
岡
山

を
含
め
島
根
、
徳
島
な
ど
六
県
だ
が
、
市

町
村
数
に
占
め
る
比
率
で
み
る
と
岡
山
は

最
下
位
か
ら
四
番
目
。
県
国
際
課
は
文
書

や
会
議
で
市
町
村
に
制
定
を
働
き
か
け
て

世界にj恩返し，

財
政
難
受
け
微
減
傾
向

　
地
方
公
共
団
体
の
国
際

関
係
事
業
費
（
単
独
事
業

分
）
は
当
初
予
算
ベ
ー
ス

で
、
一
九
九
六
年
度
を
ピ

ー
ク
に
微
賎
傾
向
に
あ

る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

景
気
低
迷
な
ど
に
よ
る

財
政
難
と
時
期
が
重
な

り
、
国
際
化
施
策
が
財
政

状
況
の
影
響
を
受
け
や

す
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
　
総
務
省
に
よ
る
と
、
平

成
に
入
っ
て
か
ら
の
国
際

関
係
事
業
費
は
、
八
九
年

度
の
四
百
二
億
五
千
七
百

万
円
か
ら
、
前
年
度
比
4
5

－
1
5
％
増
の
ペ
ー
ス
で
伸

び
、
九
五
年
度
に
一
千
億

円
の
大
台
を
突
破
。
九
六

年
度
は
千
百
五
億
回
于
一

百
万
円
に
達
し
た
。

　
そ
の
後
は
敵
城
で
推

移
。
景
気
対
策
が
功
を
奏

さ
ず
、
税
収
も
伸
び
悩
み
、

自
治
体
財
政
の
悪
化
が
深

刻
さ
を
増
し
た
と
き
で
、

予
算
が
国
際
関
係
に
つ
き
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岡
山
県
内
の
市
町
村
長
は
六

割
が
国
際
貢
献
活
動
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
実

際
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
三

割
に
と
ど
ま
り
、
意
識
と
現
実

の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
、
山
陽

新
聞
社
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
Λ
自
治
体
の
国
際
貢
献
活
動

の
必
要
性
▽
の
質
問
で
は
、
「
必

要
」
が
6
4
％
を
占
め
た
一
方
で
。

　
「
分
か
ら
な
い
」
が
1
6
％
、
「
必

要
な
い
」
も
１
９
一
％
と
消
極
的
な

姿
勢
も
見
ら
れ
た
。

　
△
必
要
の
理
由
▽
を
記
述
し

に
く
く
な
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
二
〇
〇
四
年
度
に
は

一
千
億
円
を
割
り
、
九
百

八
十
九
億
千
七
百
万
円
に

落
ち
た
。

　
四
谷
国
際
室
は
「
自
治

体
が
国
際
関
係
事
業
に
積

極
的
に
臨
む
か
ど
う
か

は
選
択
的
な
意
味
合
い

が
あ
る
。
絶
対
的
な
分

野
で
は
な
い
た
め
、
切
り

詰
め
ら
れ
や
す
い
。
し
か

し
、
見
方
を
変
え
れ
ば

独
目
色
が
出
し
や
す
い
。

国
際
化
施
策
を
進
め
る
意

義
を
住
民
に
説
明
で
き
る

の
か
が
重
要
］
と
し
て
い

る
。

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
資

源
が
な
く
、
貿
易
で
成
り
立

っ
て
い
る
日
本
の
発
展
は
世

界
平
和
が
前
提
と
な
る
た

め
」
「
軍
事
力
で
は
な
い
貢

献
で
平
和
が
前
進
す
る
」
な

ど
だ
っ
た
。
△
必
要
な
い
理

由
▽
は
「
身
近
な
高
齢
者
対

策
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

最
優
先
」
「
自
ら
の
自
治
体

で
（
ほ
か
に
）
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
意
識
を
踏
ま
え

Λ
国
際
貢
献
活
動
に
取
り
組

64％必要性を認識

石井ｴE弘知事が著書のなかで、「国

際貢献先進県」を目指すと表明

新おかやま国際化推進プランを策

定。国際貢献のための人材養成など

を盛り込む

国際医療ボランティア「ＡＭＤＡ」

　（本剖・岡山市）グループが運営す

る公設国際貢献大学校が哲多町（現

新見市）に開校

岡山発の国際貢献を考える会（会長

・明石崖元国連事務次長）を設置

県出身の青年海外協力隊員らを「お

かやま国際協力大使」に委嘱する制

度を始める。赴任国と県民の懸け橋

役を託す

　　　　　・・　■■■■-･J－■－-ふﾐｰ&。
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